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1、青果物健康推進協会について

料理記者歴55年、「おいしゅうございます！」で知られる岸朝子が会長を

務める特定非営利活動法人青果物健康推進協会では、「青果物の摂取拡

大」とともに「日本の農業を応援する」という目標を掲げています。その目

標を達成するためのプロジェクト「Ｅａｔ ｆｏｒ Ｎｉｐｐｏｎ・国産を食べよう！」

を立ち上げ、様々な活動をしています。協会の構成メンバーには全農・ＪＡ

グループ、青果卸売市場、量販店・スーパー、コンビニ、食品メーカー、

外食・中食企業など約２00の企業・団体が加盟しています。また、啓発

活動を推進する講師(ﾍﾞｼﾞﾌﾙﾃｨｰﾁｬｰ＝ＶＦＴ）が全国に約３００人登録して

おり、農林水産省の補助事業などで食育活動を全国各地で行っています。

モデルの長谷川理恵さんも24度から理事に就任し、ＶＦＴとして社会貢献

活動に参加しています。

2



主な会員メンバー

日本園芸農業協同組合連合会、JA全農中央会、JA
全農、イトーヨーカ堂、東急ストア、マルエツ、ヤオコー、
ダイエー、九州屋、澤光青果、ロイヤルホスト、イクス
ピアリ、キユーピー、カゴメ、スリーエフ、東京青果、大
果大阪青果、東果大阪青果、東京シティ青果、北九州
青果、福岡大同青果…他約90社、ベジテック、日東紡、
全国中央市場青果卸売会社協会、東京商組、サング
ローブフード、築地定松・・・ほか合計約200団体
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果実販売環境
の現状について
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5青果物健康推進協会

果実の生産段階の現状

≪ポイント≫果実は長期にわたり生産量減少傾向
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6青果物健康推進協会

東京都世論調査結果報告書
平成22年6月調査より

青果物の消費段階の現状～青果物の購入先

≪ポイント≫
青果物を買いに行くのは

量販店が最多

専門小売店と『買わ
ない』も増加
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7青果物健康推進協会

≪ポイント≫そのまま食べなくなった果実 特にみかん

果実の消費動向
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8青果物健康推進協会

≪ポイント≫輸入果実 量ではバナナ・伸びではキウィ

輸入果実の状況
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販売促進の方法は???

1、マネキンによる試食宣伝

2、クローズドキャンペーン

3、みかんの機能性の情報発信

これまでの販売促進の
手法で良いのですか?
これら今までの方法で
本当に産地のメリットは
あるのですか?
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学校栄養士コミュニティの活動

10



・長い間培われてきた日本の食文化である郷土料理

に着目し、農産物の産地と連携し小学校の学校給

食において提供していただく取り組みを行った。

１．児童及び保護者への日本食や国産農産物への

理解・認識を高める

２．国産農産物の購買や家庭での食事への波及効

果に繋げる

３．結果、国産青果物の消費拡大に波及する

・上記のような主旨で本取り組みを行った。

１．目的
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・ほとんどの児童が完食
・児童の中には初めて「せんべい汁」を食べる児童も
・「おいしい！」「せんべいがもちっとしてる」等の声が
・青森県のゆるキャラ「決め手くん」大人気！！

２．実施の様子
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大田区立東糀谷小学校
我孫子市立湖北小学校

杉並区立高井戸小学校大田区立出雲小学校松戸市立六実第二小学校北区立赤羽台西小学校荒川区立大門小学校荒川区立尾久第六小学校
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３．給食だより等の配布

各学校の給食だよりやレシピ等を配布し、レシピ以外に八戸せんべい購
入可能な店舗等の情報も記載し、家庭における調理・購入促進等の行動
変容に繋がるような情報提供を行った。
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消費拡大 ≒ 販売促進

※なぜなら、消費者は消費する前に必ず果物を購入しないとならない。
つまり、販売促進活動は消費拡大の1要素ということ。
だとしたら、果物の消費拡大を推進するためには、販売促進の研究が
必要
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☆東急ストア（全店）・イトーヨーカ堂（全店）、
マルエツ（70店舗）、池袋東武・新宿京王等で実施

スーパー等のパート店員研修

16



詳しくはライベックスワールドを
ご覧ください

社員食堂での活動（80～100ヶ所）
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詳しくはライベックスワールドを
ご覧ください
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詳しくはライベックスワールドを
ご覧ください
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詳しくはライベックスワールドを
ご覧ください
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デスクdeみかん
について
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２月に３日間、NTTデータ本社ビルで「みかんつめ放題」を実施。
1袋500円・約３０,０００個(２．５トン)が完売の大盛況！

３００００個＝ ×２５０箱

１ケース(10㌔箱)約２５０個

取り組みの様子は

２月１５日付けで
農経新聞にも掲載。

取り組み例－みかんつめ放題イベント(平成22年)
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取り組み例－みかんつめ放題イベントの追跡調査

箱買いして、日頃、不義理をして
いる各方面に送ったところ、
非常に好評でした。また、よろし
くお願いします。

みかんつめ放題企画への、社員の声

午後、打ち合わせが３時間
を経過し、メンバーに疲れ
が見え始めた時に、みかん
配布。効果テキメンで密度
の高い打ち合わせになりま
した。
みかんが大好物の娘は大喜
びでパパは株をさらにあげ
ました。とても甘くておい
しいみかんです。重かった
けど、いい買い物でした。

体にもいいし、袋詰めはおもし
ろいし、お店の人との話も楽し
いし、職場でも皆参加して盛り
上がっています。

詰めを実家に送ったら、家族に
もよろこばれました。
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1、事務所内で食べる
のに適した包装資材
の開発

次年度の研究課題

2、いかにして若者が
楽しめるみかんワールド
を創造するか?
※みかん検定3級の実施⇒合格者にバッチ進呈
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みかんの販促へ今後のプラン

↓
バナナケース

キウイケース

みかんケース

弁当男子・弁当女子へ
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